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福岡市学校図書館支援センター 

所在地：福岡市早良区百道浜３丁目７－１  

福岡市総合図書館団体貸出内 

 開館日時：毎週月～金10：00～18：00（土日祝日を除く） 

 電話：092-852-0639 

 FAX：092-852-0801 

 メール：shiencenter@toshokan.city.fukuoka.lg.jp 

ＨＰ：http://toshokan.city.fukuoka.lg.jp/support_centers/ 

（職員通用口から入って警備室にて受付をお願いします。） 

９月１日から中学校向けの学習支援用図書の貸出が始まりました！ 

 支援用図書を用いて、先生方や生徒さんたちがさらに効果的に学習を深めることができることを願って、時間

をかけ、一生懸命、選本にあたりました。ぜひご利用ください。 

○中学校用の学習支援用図書の特色 

１ 中学生という発達段階と学習の深まりを考慮し、一般書も選書の対象としました。ただし、中学生が学習に

 使用するものである点は十分に配慮しています。                                   

２ データの新しさを重視し、可能な限り数年内に発刊された書籍を中心に選書しました。             

３ 福岡市総合図書館だからこそ、また、地元の自治体だからこそ入手できる資料を多数含めました。具体的

 には、国連関係、郷土理解、自国文化などの項目において、総合図書館内の国連寄託図書館から提供さ   

 れたパンフレット類や福岡市が作成した書籍やパンフレット類など、市販されていない資料を含んでいます。 

４  これからの教育内容の在り方を見据え、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）に関連する項目には文科省

 作成のＥＳＤのついての解説パンフレットを添付しました。 

○貸出本について 

 ・支援用図書は項目別の内容毎にセットが組まれています（1セットは10種類の10冊）。                   

 ・セットの項目名とセットの内容は、支援センターのホームページ（下記参照）でご確認いただけます。           

 ・セットにない内容については、可能な限り総合図書館団体貸出所蔵の資料から提供いたします。 

○貸出要領について 

 ・貸出冊数：８０冊まで  貸出期間：最長4週間です。同一資料の複数貸出はできません。             

 ・利用にあたっては、事前に学校登録が必要です。下記のホームページに登録申請書がございます。     

  ダウンロードの上、必要事項をご記入いただき、学校図書館支援センターにお送りください。 

          ＦＡＸ ０９２－８５２－０８０１ 

 

 

 

○支援センター日記 -学校図書館が生き生きしているとは- 

 「こどもの図書館」(児童図書館研究会2016年2月10日発行)という小冊子の記事の一節に

「はっ」とさせられました。このような一節です。 

「『学校図書館は生き生きしていますか？』と言われたら、『はい、フル活動です。』と胸を

はって言えるでしょうか？」 

 皆さんの学校ではどうでしょう。フル稼働というからには学校図書館は常にオープンの状態、

もしくはそれに近い状態であり、頻繁に児童・生徒、先生が出入りしている

状況にあるということです。 

 この記事を書かれたのは、東京学芸大学附属世田谷小学校の司書である 

吉岡裕子さんですが、その一節の続きには、このように書かれていました。 

 「そうだと言えるための手だてを常に模索していますが、その一つは、 

学校図書館が授業に関わることでしょう。」 

 この一節を読んで、正にそうだ！と共感した次第です。 
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 6月11日（土）、18日（土）、福岡市総合図書館にて、           

小学生読書リーダー養成講座が行われ、各回100名を超

える参加がありました。子どもたちは、「本のさがし方」

「POPの作り方」「読みきかせの方法」などについて学び、

「読書リーダー」として、認定されました。周知にご協力 

いただいた学校の先生方に感謝するとともに、認定され

た子どもたちが、各学校で活躍してくれることを願ってい

ます。 

校内で回覧をお願い致します 

小学生 
読書リーダーに 
６８校２２９名が 
認定されました 

授業で使える学校図書館 

 の参考になる本の紹介 

 

『並行読書の授業プラン』  

   植松雅美 編著 

    東洋館出版社 ２０１５年 

 国語学習における並行読書の意義
や各学年３つの単元について並行読
書を取り入れた授業プランが掲載さ
れています。各単元ごとの並行読書
図書リストも参考になります。 

 日ごとに秋が深まり、紅葉の季節となりました。 スポーツ、学習、読書の季節です！ 

充実の2学期に学校図書館を役立てていただけますよう支援に努めてまいります。 

  福岡市学校図書館支援センターホームページ 

 http://toshokan.city.fukuoka.lg.jp/support_centers/ 

          学校指導課からのお知らせ 

○『読書の秋』に向け，子どもたちにできるだけたくさんの本を      
読んでもらうために，以下の取組例を参考に，計画・企画を
お願いします。 

・読書週間等の設定 

・子どもが意識できるような目標設定，記録方法の設定 

・授業における学校図書館活用の促進 

・小学生読書リーダーや図書委員の活躍の場の設定 

  ※ １１月には，読み上げ冊数調査を実施します。 

○学校司書配置校には，これまでの取組を評価し，今後の取組の
改善に活かしてください。 

   ※ ９月３０日：学校図書館評価報告書         
中間報告提出となっています。 


